
どんな研究

担当者

関連文献

どこが凄い めざす未来

Copyright (C) 2018  NTT corp. All Rights Reserved.

巧みな打撃を実現するためには、正
確なバット操作だけでなく、瞬時に
球筋を見極めたり、打つ・打たない
を判断したりする優れた認知機能も
不可欠です。本研究では、ソフト
ボール一流打者の潜在的（無自覚
的）認知情報処理の特徴を明らかに
することをめざしています。

一流打者の認知機能を理解するには、
リアリティのある状況下で行動を観
測することが肝要です。私たちは、
実戦（投打対戦）場面やバーチャル
リアリティ環境での身体運動計測を
通して、打撃のタイミング調節に関
わる球種判断能力や投球フォーム由
来の予測能力を測りました。

本研究のデータを蓄積していくこと
で、認知機能に関する打者の特性や
タイプを評価・判別することに役立
てます。また、こうした認知機能を
向上させるためのフィードバック手
法やトレーニング・メソッドを開発
し、選手のスキル上達を支援してい
きます。
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Cognitive processes revealed by body movements in batting
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一流打者はボールをどのように打っているか？

～打撃中の身体運動計測から認知過程を探る～

ボールインパクトからの時間（s）

1) 投打対戦型の実験
打撃に関わる脳情報処理

2) バーチャルリアリティ（VR）打撃の実験

速球/チェンジアップボールへの運動反応から、
打者の認知情報処理過程を探る

実打の動作計測 球種判別の計測

球種判別が正確
なほど、スイング
開始のタイミング
調節が正確

フォームを入れ替えると
スイングタイミングが狂う
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Match条件：正しいフォームと軌道の組合わせ
Mismatch条件：フォームと軌道を入れ替え

速球

チェンジアップ
VRで投球フォームと

ボール軌道を操作

本研究のターゲット

動作計測スーツ


